2013がんとこころ：第12回岡山医療フォーラム
ご挨拶
公益財団法人岡山医学振興会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　難波　正義
　財団法人岡山医学振興会は、2001年に岡山大学医学部内に設立され、その後、法人の法律改正により、2011年に公益財団法人岡山医学振興会となりました。当財団の活動の一つとして、県民に対する医療・福祉知識の普及があります。
　2013年3月1日のメディアの報告によると、岡山県の長寿番付は、男性15位、女性8位となっています。１位は男女ともに長野県で、その理由は、健康知識の普及によると述べられています。でも、災害は少なく、気候もよく、食べ物も美味しく、医療も充実している岡山県は、もっと順位が上がってもよいのではないでしょか。
　長寿だけがどうということはありませんが、健康で長寿を全うできる健康寿命を目指したいと思います
　当財団が、皆様の健康長寿に貢献できれば幸いです。
がんとこころ　　　　

司会　岡山大学医学部緩和医療学教授　松岡順治

からだはこころのいれものです。わたしたちが病をえたときに、つらさを感じるのは体だけではありません、こころもつらさを感じます。また、こころがつらさをかんじていれば、そのいれものであるからだも健やかではいられません。従来の医学は特にからだを治療するというということに力点を注いできました。しかしながら、医療の目的がわたしたちの「幸せ」であるとするならば、からだもこころも同時に治療すること（全人的ケア）が必要であります。緩和医療は全人的ケアを行う医療です。

がんと心の関係
岡山大学医学部精神科教授　内富庸介

1992年から、がん告知を施設の方針とした国立がんセンター東病院で、私たちは告知後の支援方法を模索してきました。がんという身体の病気ではありますが、患者と家族にいかに温かく伝え、予後を含む今後の生活や将来の見通しを伝え、患者の個別のニードに沿った治療選択を支援する、日本の現状にあったコミュニケーション支援法を開発しました。

もちろん、一方ではがん告知後のうつ病を含む精神症状対策や無力感や絶望感に向き合う心理的ケアも大きな課題でした。患者の6人に1人はうつ病に相当するからです。がん患者の精神医学的・心理学的対策は、早期発見、早期治療をまさに看護師、薬剤師を含めチーム医療で実践することになります。

インフォームドコンセントが前提とされるがん医療では、がんの診断時から精神医学的・心理学的対策を全患者・家族に準備した上で、患者、家族の意向に十分配慮したコミュニケーションを促進し、適切な意思決定を支えることが、今、がんチーム医療に求められていると思っています。がんを抱えた時の心の痛みへの対応として、心の反応に関する知識や対処法、家族の役割などについて、集積された国内外の代表的知見を踏まえて紹介いたします。

模擬患者の体験を通して伝えたいこと

NPO法人響き合いネットワーク　岡山SP研究会　前田　純子
私の父はがんで亡くなりました。もう30年前のことです。告知なんて言葉すら知らず、医療者も家族も最期まで本人に嘘をつき通すのが当たり前の時代でした。とてもつらい体験でした。当時、つらい時は、一方的に医療者のコミュニケーション不足だと責めるしかありませんでした。その後、私は縁があって、模擬患者をするようになりました。医師や医学生など、医療の場でのコミュニケーションのトレーニングをお手伝いしています。私は模擬患者の体験を通して、感じ得なかった医療者側のこころの動きも想像できるようになりました。がんに直面した時、患者も患者家族も、医療者とのこころのコミュニケーションがより求められると思います。

私の個人的な体験に基づいた話ではありますが、がんと心、がんとコミュニケーションについて考えてみたいと思います。
患者のこころ　家族の気持ち

NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会　松本陽子
1999年夏、わたしは子宮頸がんの告知を受け4年間の闘病生活が始まりました。33歳、公私ともに充実した時期に病気に向き合うことは、特にこころに痛みを伴うものでした。先の見えない不安、死への恐怖、社会から切り離されていくことへの焦り、そして何よりも、その痛みを周囲に理解してもらえない孤独感。専門家の助けを借りることも出来ず、自分の気持ちとの折り合いをつけるため、一人きりでの試行錯誤が長く続きました。
あれから13年が経ち、患者を取り囲むあらゆる痛みへのケアは進んできたことを実感しています。
しかし、一方でまだ手が届いていないのが、家族への支援です。わたしどもの会にも、ご家族からの相談が後を絶ちません。そして、大事な人を見送った方への支えは、一層不足しています。
がんという病に向き合う患者と家族の胸の内についてお話し、その支援のあり方についてご参加のみなさまとご一緒に考えたいと願っております。

